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ボ―リング 名 No.1 調査位置 広島県山県郡北広島町戸谷地内 北 緯 34°38′27.193″
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表層5㎝，コンクリート。
径5～50mmの礫と粗砂。上部空隙あり。

径10～20mmの礫と粗砂からなる砂礫。
深度0.45～0.65m間，硬質玉石。
層上部は円礫が多く礫種は比較的雑
多。

径10mm未満の安山岩岩片が主体。粘土
分を少量含有し，崩積土状を呈する。

安山岩の破砕部（軟岩）。
岩片状コア主体。
岩片は比較的硬質であるが，傾斜60～
70°の割れ目が発達。
割れ目沿いは著しく破砕され，部分的
に粘土化している。
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